
宿泊税 その他特定財源 一般財源

2,681 85

1,869 59

9,110 288

340 11

564 18

8,400 260

46,442

28,612
（29,112）

16,446

10,500
(15,000)

4,200
(6,000)

9,450
(13,500)

8,400
(21,000)

2,450
(3,500)

1,400
(2,000)

850
(1,230)

15,000
(22,000)

168,400
(172,400)

26,000

事業費の内訳

ニセコアンヌプリ地区なだれ事故防止対策協議会負担金
（なだれ・山岳事故防止対策事業）

倶知安・ニセコ両町やニセコアンヌプリに立地する各スキー場などで構成するニセコアンヌプリ地区なだれ事故防止対策協議会負担
金。ニセコルールの啓発やニセコなだれ情報の強化・継承を行っていく。

2,766

羊蹄山管理保全事業
羊蹄山・半月湖の環境保護、周辺施設の維持管理経費。
羊蹄山麓5町で構成する羊蹄山管理保全連絡協議会負担金も含まれ、羊蹄山管理保全連絡協議会の運営経費、登山者の安全を確保
するための避難小屋管理経費や案内パンフレット作成も対象。

1,928

ニセコひらふ安全センター事業（臨時交番運営）
リゾート開発に伴う急速な交流人口の増加や国際化の進展に伴い、ニセコひらふ地区における地域住民や観光客の安全安心を確保
するため、倶知安警察署管内から警察官、また道警本部から自動車警ら隊の派遣を受け、同地区に臨時交番を設置し、運営・維持して
いく事業。今後予定の通年化運用に向けた改修工事費を含む。

9,398 住民環境課

住居表示台帳図修正等業務委託事業
より一層の安全・安心なリゾート地を形成するために令和4年10月に実施した住居表示において、対象となる家屋等の最新の状況を把
握し台帳に反映させることを目的とする。

351
まちづくり
新幹線課

「バスに乗ろう」発行事業 ひらふエリアと市街地を結ぶ路線バス及び季節臨時便をひとつにまとめた時刻表を夏季・冬季で発行し配布する。 582 総合政策課

冬季窓口業務改善
冬季観光客を迎えるために不可欠な外国人スタッフの住民登録手続き窓口業務の負担軽減を図る。窓口の混雑緩和に繋げ、持続可
能な窓口体制構築を図る。

8,660 住民環境課

人件費 地域DMOの事務担当者の人件費。

事務費 地域DMOの事務経費、計画管理費、観光客データ収集・分析や先予約データによるマーケティング等観光DX関連経費。

案内費 JR倶知安駅案内所およびニセコひらふウェルカムセンター案内所の運営経費および案内用印刷物作成費。

着地型連携事業
繁閑差解消に資する既存コンテンツの磨き上げや新規コンテンツ造成を行う事業。MTBコースに伴うプロモーション及び新たなコース開
発へ向けての調査（ハード事業除く）や2026年は国際大会として開催されるUCI GRAND FONDO ワールドチャンピオンシップ〔ニセコク
ラシック〕の大会周辺事業。

サスティナブル事業 ガイド育成事業、トレッキングルート草刈り・保全、市街地イベント、GSTC認証（新規）講演会など

サマーコンテンツ事業 繁閑差対策としてのサマーステイ事業費。サマーカレッジ事業、アーティストinレジデンス事業、サマーイベント関連事業を予定。

MICE事業
グリーンシーズンの観光入込底上げに資するMICE事業。国内外のMICE商談会参加（一部札幌と連携予定）、FAMツアー事業、MICE営
業ツール作成、経営者向けビジネス誌/SNS発信経費。
※2025年度はグリーンシーズンの延べ宿泊数が伸びており、MICEも貢献。

戦略的広報プロモーション事業
広報プロモーションを戦略的に行う事業費。メディア掲載、Ghost of Yoteiコラボ取組、観光アンバサダーによるSNS等情報発信、ポケモ
ンプロジェクトによるファミリー層回遊促進など

エデュケーション事業
サッカー大会協力、ラグビー合宿協力、私学ターゲット教育旅行誘致など
MICE事業と連携し、ゲストスピーカープログラムを活用予定

維持管理業務 山開き・スキー場安全祈願祭、ウィンターオープニングパーティ等のための経費。

グリーンシーズン誘客特別事業
グリーンシーズンの宿泊数増加に貢献しているインバウンド（台湾・香港）や首都圏からの長期滞在促進のため受入環境を整備。各種
グリーンシーズンコンテンツと連携してニセコ・倶知安のブランディングを行う（デジタルマーケティング、SNS発信、インフルエンサー活用
など）。

二次交通・交通対策事業

冬季二次交通：「ひらふ無料循環バス」「くっちゃんナイト号」運行経費。ニセコひらふスキー場周辺で観光客の重要な足となっている「ひ
らふ無料循環バス」により、スキー場・周辺宿泊施設、飲食店などの回遊性を高める。ニセコひらふ地区と倶知安町市街地を繋ぐ「ナイ
ト号」によりリゾートエリアと市街地の回遊性を高める。全５系統を統一したブランドで無料運行。
夏季二次交通：「スカイリゾートシャトルニセコ」運行経費。特に移動手段が乏しくなるグリーンシーズンの観光客の足として観光スポット
の周遊に必須なバスを無料で運行。夏に交通施策に取組むことで、運転手雇用の通年化もあわせて目的とする。
通勤用パーク＆バスライド：ニセコひらふ地区の交通混雑の主たる要因となっている従業員の通勤車両削減のため、パーク＆バスライ
ド事業を継続。2025-26シーズンの傾向から、市街地からの直接乗車による通勤交通としての面もアピールし利用拡大を図る。

地域理解促進事業

令和７年度より観光の地域理解促進のための事業として開始したマジカルダイニング事業費。倶知安町民がグリーンシーズンのレスト
ランをお得に楽しめる電子クーポンを販売。事業者側はスタッフトレーニングや新メニュー開発の機会に活用でき、サービスのクオリティ
向上も目的のひとつ。閑散期の店舗オープンにもつながり、観光客/町民/事業者３方よしの取組となっている。電子クーポンのシステ
ムは旅先納税のシステムを流用しており、町民判定にはKutchan ID+を活用。

■令和８年度 宿泊税を財源とした事業一覧（当初予算） 単位（千円）

施 策 個 別 施 策 事 業 名 事 業 概 要 事 業 費 担 当 課

リゾート地としての
質の向上

ニセコ・羊蹄山の
環境保全

観光商工課

安心・安全な
リゾートの形成

倶知安観光協会事業補助金（地域DMO支援事業）
本町における観光の旗振り役を担う地域ＤＭＯ（倶知安観光協会）と連携して、２次交通整備（ひらふ無料循環バス、くっちゃんナイト号）
や観光DX等の受入環境整備、グリーンシーズンコンテンツ造成やMICE誘致等の観光入込の繁閑差解消事業、町民優待（Kutchan 
ID+)促進による観光の地域理解促進、人手不足緩和事業などの一連の観光振興事業を行う。地域DMOの人材強化も並行して進める。

338,150

(374,630)

リゾートタウンとしての
魅力の向上

“観光インフラ”の
整備

326,433 1,400 10,317

観光商工課

内訳
※内訳金額は町から地域
DMOへの補助金の額

※カッコ内の金額は地
域DMOにおいて自主
財源などを合算した実
際の事業費



宿泊税 その他特定財源 一般財源

事業費の内訳

■令和８年度 宿泊税を財源とした事業一覧（当初予算） 単位（千円）

施 策 個 別 施 策 事 業 名 事 業 概 要 事 業 費 担 当 課

14,783
（26,060）

3,522
(5,503)

4,440 140

20,717 654

14,833 468

97 3

1,058 33

4,348 4,125 137

5,077 250,000 160

32,349 1,021

1,115 35

9,691 309

2,303 11,000 73

90 0

18,305

（31,563）

ニセコ観光圏協議会負担金
※カッコ内の金額はニセコ観光圏において他町負担金や国
の補助金を合算した実際の事業費

倶知安町・ニセコ町・蘭越町及びニセコエリアの各観光団体で構成するニセコ観光圏協議会負担金。ニセコエリアの各種バスに搭載さ
れているバスロケーションデータの提供を行うほか、全国観光圏協議会関係事業、観光客満足度調査、スタッフ向け冬道ドライビング講
習、エキスポ出展なども行う。また観光圏のプラットフォームでありニセコエリア広域の地域DMOであるニセコプロモーションボードの組
織・活動の下支えを行い、ニセコプロモーションボードで提供しているニセコアプリや海外向けPRを支援する。

観光客対応情報発信
※カッコ内の金額は補助対象者において自主財源などを合
算した実際の事業費

ニセコエリア広域の地域DMOであるニセコプロモーションボードが管理するニセコデジタルマップの改修やデジタル化推進のうち倶知安
町に関連した取組を下支えする。イベント情報やバス運行情報といったリアルタイム情報やマウンテンバイクコースやハイキングコース
といった地域情報が掲載。

集客観光イベント支援事業 本町で行われる各種イベントに対して支援を行う（雪トピアフェスティバル、真夏のくっちゃん雪ダルマ、各種イベントPR特産品）。 4,580

観光施設維持管理事業
本町の観光施設の適正な維持管理を行い、観光客の受入環境を整える経費（ひらふスキー場第1駐車場除雪経費、ひらふスキー場第
3駐車場・サンスポーツランド臨時駐車場除雪経費、ひらふ中央公園雪割り経費など）

21,371

ひらふスキー場第1駐車場安全管理業務
利用増や利用形態の変更に伴い狭隘化が進んでいるひらふスキー場第１駐車場において、誘導員を設置し利用者の安全を確保する
事業経費。

15,301

ひらふ坂案内マップ更新
令和６年度より冬期はデジタルサイネージ化されているひらふ坂歩道沿いの案内マップだが、夏期は温度の関係からアナログの「ひら
ふ坂案内マップ」を掲示しているため、これの時点更新経費。

100

観光パンフレット作成事業
ニセコ山系観光連絡協議会負担金。
「ニセコエクスプレス」を協議会で作成しており、観光案内施設や宿泊施設等に無料配布および設置するもの。

1,091

ニセコひらふ地区シンボル空間形成事業
狭隘化が進み利用者の安全確保のためにも再整備が必要であるひらふスキー場第1駐車場について、2025年度～26年度の２か年で
「基本計画の公表・策定」「シンボル空間公募資料作成～公募」等を行う経費。

8,610

ひらふ高原中央公園駐車場整備事業
ひらふスキー場第２駐車場での上水道新中区配水池建設に伴い約80台分の駐車可能台数が減少することを受けて、ひらふ高原中央
公園に暫定駐車場を整備する。グリーンシーズンは近隣の観光施設と連携しながらのMICE利用も想定する。

255,237

ニセコHANAZONOリゾート連絡交通補助金
日本ハーモニー・リゾートが運行し、花園地区⇔ニセコひらふ地区、花園地区⇔倶知安市街地の連絡交通の一部を担っている
HANAZONOシャトル・HANAZONOナイトシャトルの運行支援を行う。

33,370

ニセコ観光局プロジェクト負担金
ニセコ観光局プロジェクト協議会（倶知安町・ニセコ町・各観光団体）において、将来的な新幹線倶知安駅開業を見据えた交通体系の検
討や、昨今の運転手不足対応について、交通の「アクションプラン」を策定していく取組。

1,150

観光事業に係る道路整備事業
国際的な観光事業（自転車競技世界大会）の開催にあたり、コースとなる市街地及び郊外の町道の損傷個所を補修し、競技者の安全
を確保する。

10,000

ニセコひらふ地区ロードヒーティング事業（新規設計分）
町道の一部分でロードヒーティングを行い、冬季間の観光客や歩行者の通行と送迎車等の走行の安全を確保する。
令和８年度は、通称ゴンドラ坂、さくら坂のロードヒーティング化に向けた設計事業に着手。

13,376

サイクルツーリズム推進事業
国内外からの観光客がレンタサイクルなどを用いてサイクリングを行っている尻別川リバーパークサイクリングロードについて、利用者
が快適に利用できるようにサイクリングロードの草刈を行う

90

ニセコエリア観光客受入体制整備事業 ニセコエリア（倶知安町・ニセコ町・蘭越町）の広域観光を推進するための各種事業費。

17,745 560

内訳
※内訳金額はニセコ観光圏
協議会負担金の額および補
助金の額

ニセコひらふ地区ロードヒーティング事業（既存分）
地元要望により拡幅設置したひらふ坂の歩道部分でロードヒーティングを行い、冬季間の観光客や歩行者の通行と送迎車等の走行の
安全を確保する。※町道温泉郷線ロードヒーティング保守点検含む

17,316 17,316

リゾートタウンとしての
魅力の向上

“観光インフラ”の
整備

観光商工課

建設課



宿泊税 その他特定財源 一般財源

事業費の内訳

■令和８年度 宿泊税を財源とした事業一覧（当初予算） 単位（千円）

施 策 個 別 施 策 事 業 名 事 業 概 要 事 業 費 担 当 課

1,660 29,200 1,654

29,081 919

5,235 165

新幹線を意識したま
ちづくり

駅前通り歩道ロードヒーティング整備事業
倶知安停車場線について、北海道が行う電線共同溝工事と併せて歩道のロードヒーティング整備を行う。本事業の実施により、冬期間
における歩行空間の安全確保が可能となり、駅前通りの賑わい創出にも繋がると考えられ、将来に向けた持続可能な歩道除雪も対応
可能となる。工事については、北海道が一括発注を行い、ロードヒーティング工事費分を町が道に負担金として支出を行う。

32,514
まちづくり
新幹線課

タクシー不足解決に向けたニセコモデル実証事業
東京や札幌、青森など他地域からタクシードライバーの派遣を受けて、主として冬期のリゾートエリアのタクシー不足緩和を図る。その
際に生じるドライバーの滞在費用について、倶知安町とニセコ町で応分の負担額をニセコ観光圏協議会を通じて負担金として支出す
る。

30,000

町民向けタクシー確保事業
倶知安町町民向けタクシー確保事業補助金交付要綱に基づく町民向けタクシーを運行した事業者に補助金を交付し、町内移動の配車
依頼に対応できる町民向けタクシーを確保する事業。観光利用に伴うタクシーの長時間町内不在による町民への影響緩和につなげ
る。

5,400

※事業費及び事業内容は令和８年度当初予算時点のものである。地域DMOの事業内容や事業額は、国等の各種補助金の活用により年度途中での変動が見込まれる

持続可能な観光地づくり

総合政策課

ニセコひらふエリアマネジメント交付金
倶知安町ニセコひらふエリアマネジメント条例に基づき計画を認定した、ニセコひらふエリアマネジメントの活動のための交付金。エリマ
ネ団体がニセコひらふ地区の美化やスマートゴミ箱維持管理などの環境整備を行っていく。

9,600 9,306 294 観光商工課

宿泊税の啓発徴収に係る経費等

宿泊税啓発・徴収各種事務事業 宿泊税を適正に徴収、納付管理を行うため、徴収管理システムの保守、担当職員人件費、啓発資材作成などの事務事業費に充てる。 5,892 5,892

税務課

宿泊税特別徴収義務者徴収奨励金
前年度の徴収額実績や申告納入状況に応じて特別徴収義務者に交付する徴収奨励金および道税不足分充当金（3,333円未満の少額
宿泊時の道への差額支払金）。

18,250 18,250

合計 863,388 550,000 295,725 17,663

リゾートタウンとしての
魅力の向上


